平成２３年第４回奥多摩町議会定例会　会議録

１　平成23年12月16日午前10時00分、第４回奥多摩町議会定例会が奥多摩町議会議場に招集された。

２　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　石田　芳英君　　第２番　宮野　　亨君　　第３番　高橋　邦男君

　　　　第４番　原島　幸次君　　第５番　杉村　良一君　　第６番　村木　征一君

　　　　第７番　師岡　伸公君　　第８番　酒井　正利君　　第９番　須崎　　眞君
第10番　竹内　和男君　　第11番　清水　典子君　　第12番　前田　悦男君
３　欠席議員は次のとおりである。

　　　　な　し

４　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

５　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　大野　　尚君　　議会係長　浅見　隆久君

６　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　　　町　　　　　長　河村　文夫君　　副　 町 　長　村木　義雄君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　加藤　一美君

　　　　企画財政課主幹　清水　信行君　　総務課長　原島　　肇君

　　　　住　民　課　長　浜野　武雄君　　福祉保健課長　若菜　伸一君

　　　　観光産業課長　加藤　博士君　　地域整備課長　宮田　昭治君

　　　　教育課長　井上　永一君　　病院事務長　川村　文雄君
　　　　

平成２３年第４回奥多摩町議会定例会議事日程[第３号]
平成23年 12月16日（金）

午前10時00分・開議

会　期　　平成23年12月９日～12月16日（８日間）

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　果

	１
	――
	議長開議宣告
	――

	２
	議案第59号
	平成23年度奥多摩町一般会計補正予算（第２号）
	原案可決

	３
	議案第60号
	平成23年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第２号）
	原案可決

	４
	議案第61号
	平成23年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
	原案可決

	５
	議案第62号
	平成23年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算（第２号）
	原案可決

	６
	議案第63号
	平成23年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第２号）
	原案可決

	７
	議案第64号
	平成23年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）
	原案可決

	８
	――
	各常任委員会、議会運営委員会及び下水道事業特別委員会の特定事件に関する閉会中の継続調査について
	決　　定

	９
	――
	町長あいさつ
	――


　　（午前10時11分　閉会）
午前10時00分　開議

○議長（清水　典子君）　皆さん、おはようございます。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の日程はお手元に配付のとおりであります。ご協力のほど、よろしくお願いします。

これより議案審議に入ります。日程第２　議案第59号　平成23度奥多摩町一般会計補正予算（第２号）、日程第３　議案第60号　平成23年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第２号）、日程第４　議案第61号　平成23年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）、日程第５　議案第62号　平成23年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算（第２号）、日程第６　議案第63号　平成23年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第２号）、日程第７　議案第64号　平成23年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）、以上６件を一括して議題とします。

本件については、去る12月９日、連合審査会に審査が付託され、12月12日に既に審査が終了しております。

連合審査会においては、すべての議案が原案のとおり可決すべきものと決定され、かつ全委員に起立をいただいております。よって、ただいま上程の全６議案については、討論を省略し、一括して採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、議案第59号から議案第64号までについては、一括して採決します。

　日程第２　議案第59号　平成23年度奥多摩町一般会計補正予算（第２号）から日程第７　議案第64号　平成23年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）までの全６議案について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第59号から議案第64号までの全６議案については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第８　各常任委員会、議会運営委員会及び下水道事業特別委員会の特定事件に関する閉会中の継続調査について、を議題とします。

　お諮りします。本件については、各常任委員会、議会運営委員会及び下水道事業特別委員会から継続調査の申し出がありましたので、お手元に配付の継続調査事項表のとおり閉会中の継続調査にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、本件については、それぞれ閉会中の継続調査とすることに決定しました。

　以上で、本定例会に付議された案件の審議はすべて終了しました。

　ここで本定例会の閉会にあたり、町長よりあいさつがあります。河村町長。

〔町長　河村　文夫君　登壇〕

○町長（河村　文夫君）　おはようございます。

平成23年第４回奥多摩町議会定例会の閉会にあたり、一言ごあいさつを申し上げます。

　12月９日に開会されました今定例会には、補正予算６件、人事案件１件、計７件の案件を提案いたしました。全案件につきまして、可決、決定をいただき感謝を申し上げます。

　また、14日の本会議では７名の議員さんから11件の質問をいただき、私及び担当課長からご答弁をさせていただきました。

　町では、この年末から平成24年度予算編成の最終段階に入りますが、政府の平成24年度予算の骨格・方向性等不透明であり、市町村に対する影響が出てくる可能性があり、危惧しているところであります。

　特に、政権与党でなかった民主党が、2009年の民主党のマニュフェストで政権公約とした「子ども手当」は、全額国庫負担で実施すると公約したものの、初年度から財源手当が頓挫し、都道府県・市町村等の財源負担付で１年間実施いたしました。

　「後期高齢者医療制度」は直ちに廃止し、新たな制度を構築するとしておりましたが、いまだ明確な制度設計には至っておりません。

　社会保障制度の問題は、国民全体にとって将来の生活設計にかかわる非常に重要な事項であり、市町村が実施するに当たり、住民に過度の負担のない財源対策と制度設計を行い、法制化することを願うところであります。

　いずれにいたしましても、現在の政府・与党の状況は迷走し、財源対策を含め、平成24年度政府予算案がどのように決定するのか、今後注視してまいりたいと考えております。

　改めて申し述べますが、町の平成23年度一般会計当初予算は総額57億5,800万円で、前年に比較して１億6,800万円、3.0％の増額予算を編成いたしました。歳入については、東京都支出金23億2,609万2,000円、前年に比較して7,279万7,000円の増額で、予算に占める割合は40.4％であります。地方交付税は13億円、前年に比較して3,000万円増で、構成比は22.6％であります。町税は８億3,590万円、前年に比較して3,992万6,000円の減で、構成比は14.5％であります。これらが町の主な収入であります。

　いうまでもなく、町財政構造は都支出金と地方交付税で歳入総額の63％を占めており、また、東京都支出金のうち町の振興事業、財政状況、経営努力等を総合的に勘案されて交付される東京都独自の制度であります「市町村総合交付金」を、平成22年度については14億9,500万円確保いたしましたので、予算に占める割合は62.7％となり、町税の約1.7倍に及ぶ、町財政運営を左右する財源であります。

　今後、東京都の新年度予算についても、経済状況、政府の税制改正等により歳入減になることは確実であり、このような厳しい財政環境ではありますが、住民皆様の「安全・安心」の確保と、さらなる住民福祉の向上、基盤整備、地域振興を図るため、引き続き「行政改革」等を行い、身の丈にあった効率的な行財政運営を推進し、財源確保を図るため努力してまいります。

　なお一層の議員皆様、住民皆様のご理解、ご協力をお願い申し上げ、平成23年第４回奥多摩町議会定例会の閉会のあいさつとさせていただきます。大変ありがとうございました。

○議長（清水　典子君）　以上で町長のあいさつは終わりました。

　以上をもって、平成23年第４回奥多摩町議会定例会を閉会とします。

　長時間の審議、大変ご苦労さまでした。

午前10時11分　閉会

地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。

　　　　　　　奥多摩町議会議長

　　　　　　　奥多摩町議会議員

　　　　　　　奥多摩町議会議員
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